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第３部 徳島県の生物多様性と生態系の成り立ち

第１章 生きもの・人の生活基盤としての自然環境

１．徳島の自然の成り立ち

徳島の地形は、吉野川に平行し

て走る中央構造線を境として南北

で大きく異なっています。北側は

讃岐山脈のなだらかな地形が続き、

南側には剣山（1,955ｍ）を最高点

とする急峻な山塊が広がっており、

南側の斜面を下った先は太平洋に

つながっています。現在、四国の

南方の海底では２つのプレートが

ぶつかり、海洋プレートであるフ

ィリピン海プレートが大陸プレートであるユーラシアプレートの下に潜り込んでいます。

両者のプレートがぶつかるところ、南海トラフでは、フィリピン海プレートの上に１km ほ

どの堆積物が積み重なっています。その堆積物がフィリピン海プレートの沈み込みによっ

て陸側に押し付けられ、上部の地層がはぎとられ陸側に付加されていることが知られてい

ます。

中央構造線以南の地形や地質

は、このような地質活動が繰り返

されることで形成されたと考え

られています。吉野川以南には、

北から三波川帯、秩父帯、四万十

帯と呼ばれる地質の塊が、東西に

帯状に分布しています。このよう

な地質の分布は、それぞれの岩体

が大陸プレートに付加された時

間の違いを反映しています。

三波川帯は、三畳紀中期～後期

（２億 4100 万年前～２億 800 万年前）に形成された岩石が、ジュラ紀（２億 800 万年～１

億 4600 万年前）に大陸の底に付加され、そして、白亜紀前期後半から後期（１億 3200 万

年～6500 万年）の間に、地下の深いところで変成作用を受けた後、地殻変動で地表に現れ

たと考えられます。三波川帯で見られる“阿波の青石”は、緑色岩が変成した緑色片岩で、

もともとは海底火山活動によって噴出した玄武岩質の溶岩や凝灰岩です。

徳島県の地形

四国地方東部の地体構造
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秩父帯には、石炭紀かそれ以前（３億 6000 万年以前）に海洋プレートで形成された岩石

が、ジュラ紀（２億 800 万年～１億 4600 万年前）に付加されたと考えられます。この地質

帯では、愛媛県の四国カルストへとつながる石灰岩地が、那賀町、上勝町、剣山周辺等で

散見されます。石灰岩は、かつて海洋プレート上の海山周辺で生息したサンゴ礁の痕跡で

す。那賀町、上勝町、神山町では超塩基性の蛇紋岩地があります。したがってこの地帯に

は、石灰岩地や蛇紋岩地に特異的に生息・生育する生物も多く見られます。

四万十帯は、三畳紀～ジュラ紀（２億 4500 万年～２億 4600 万年前）に形成された岩石

が、白亜紀後期から新生代古第三紀（9700 万年～2900 万年前）に付加されて、形づくられ

たと考えられています。

このように、急峻な地形を持つ四国山地は、海洋プレートによって運ばれてきた岩体が

次々と付加されて形成され、それは白亜紀の頃に始まります。恐竜たちが栄えた時代は、

現在のような急峻な地形ではなかったと思われます。1994 年、勝浦町の白亜紀前期の地層

から、イグアノドン類の化石が発見されましたが、その地層から汽水域にいる貝類（シジ

ミの仲間等）の化石も見つかっており、このことは、勝浦町周辺も海底にあったことを示

しています。

白亜紀の頃（１億 4600 万年～6500 万年前）は、中央構造線が活動を始めた時代でもあり

ます。当時、中央構造線の周辺も海でした。現在、中央構造線の北側には、白亜紀末頃の

海に堆積した砂礫からなる地層（和泉層群）を見ることができます。和泉層群から発見さ

れるアンモナイト、二枚貝、巻貝、コダイアマモなどの化石は、当時の様子を物語ってい

ます。

和泉層群を形成した浅海域の北側には、激しい火山活動を伴う、花崗岩でできた山地が

広がり、それは中国大陸に続いていたと考えられています。白亜紀の頃、日本は、大陸の

一部でした。

四国島ができ始めたのは、第三紀中新世のはじめ（2300 万年前）のことです。アジア大

陸の東の端に裂け目ができ、次第に拡大することで日本海が生まれ、同時に、日本列島が

誕生しました。この頃、“第一瀬戸内海”によって切り離されてできたのが、四国島です。

中新世の中頃（1600 万年前）、現在の山陰地方から東海地方に至る一帯に広がっていた第一

瀬戸内海には、ビカリアやヒルギシジミなどの熱帯性の貝が生息していたことが化石から

わかっています。これは、日本全体がとても暖かい気候帯に属していたことを示していま

す。

その後、160 万年前頃までの間に、現在の四国の姿が形づくられてきました。すなわち、

四国山地は大きく急峻な山塊へと成長し、和泉層群を形成した堆積物も隆起して讃岐山脈

を形成しました。讃岐山脈が形成されるまでの間、瀬戸内海に注いでいた吉野川は流路を

変え、紀伊水道に注ぎ込むようになりました。

100 万年前頃、吉野川は今よりも 200ｍ以上も高いところを流れていました。その吉野川

は河床を削りながら河岸段丘を作り、また、徳島平野も形成してきました。ところどころ
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には、吉野川の一部がせき止められてできた小さな湖沼もありました。讃岐山脈から流れ

出る河川は、扇状地を作ってきました。このようにして作られた氾濫原は、多くの生物に

とって重要な生息・生育地となっていました。現在、吉野川で作られた氾濫原は、ヒトの

居住地や水田等になっていますが、徳島にヒトが住み始めたのは２万年前頃のことなので、

それは、ずっと最近になってからのことです。

第四紀と呼ばれる 160 万年前から現在に至る時代は、５回の氷期と現在よりも温暖な間

氷期が、代わる代わる訪れました。氷期には、海から蒸発した水分が氷河となって陸上に

固定されるため、海面が下がりました。逆に間氷期には海面が上昇しました。このような

海面の変化により、日本列島は陸続きになったり、切り離されたりしました。

最後の氷期はウルム氷期と呼ばれ、７万年前から１万年前までの間、続きました。その

中でも２万年前は、年平均気温が現在よりも７～８℃低い最も寒かった時代でした。その

時の海面は現在よりも最大で 130ｍも低かったと考えられています。四国東部は紀伊半島と

つながり、蒲生田岬と和歌山県の田辺市を結ぶ線が、四国西部は、愛媛県の佐田岬と大分

県の佐賀関半島を結ぶ線が海岸線となっていました。現在、鳴門海峡ではナウマンゾウや

ムカシニホンジカの化石が見つかっていますが、氷期に大陸からわたってきたこれら哺乳

類が、陸地であった瀬戸内海を歩いていた様子を描き出すことができます。徳島にヒトが

住むようになったのも、この時代です。

ウルム氷期の頃、瀬戸内海を囲む四

国、中国、九州から流れ出す河川は、

２つの大水系を形成していたと思わ

れます。１つは、四国西側の佐田岬沖

にあった海岸線に流れだす水系、そし

て、もう１つは、四国東側の蒲生田岬

沖にあった海岸線に流れ出す水系で

す。吉野川は、この東側の大水系の１

つの支川として、中国山地南斜面や讃

岐山脈北斜面からの多数の河川を集

め瀬戸内海を流れ下る河川、淀川、そ

して紀の川等と合流し、太平洋に流れだしていました。今は別々の水系になっている多く

の河川は、氷期には１つの大水系を形成していました。これが、今日の淡水魚や両生類等

の動物や、水辺植物の分布を決める要因になっていることは、容易に想像できます。

氷期が終わるとともに海面は上昇し、海は氷期に彫り込まれた河川の流路に沿って、内

陸に入り込んできました。今から 6000 年ほど前、縄文時代の中期には海水面は今よりも３

～５m高いところにあり、現在の海岸線よりも 10km あまり内側まで海水が入り込んでいま

した。吉野川河口の低地は大きな入江となっていたのです。

この後、海面の高さは概ね安定し、河川から運ばれてきた土砂の堆積によって三角州が

海水面が 130ｍ低い場合の推定水系
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成長して、現在の徳島平野を形成しました。2000 年前頃（弥生時代）には、鳴門市里浦の

砂丘や松茂町長原の砂丘帯が形成されていたようですが、新田開発が始まる 1800 年頃まで

は、松茂町の周辺には砂州によって海と隔てられてできた潟湖（せきこ）があり、大規模

な湿地帯となっていました。

寒冷化した時代、北方から南下してきて徳島までたどり着いた生物も多かったが、間氷

期に暖かくなった時には、海峡に閉ざされ移動を阻まれた北方系の生物の中には、行き場

を失い徳島からいなくなった種もあったでしょう。しかし、剣山のような高所の冷涼な高

山に逃げ込んだ生物もいます。間氷期の温かい時代には、暖流等によって運ばれてきた南

方の生物が、徳島に住み着きました。四国の地形と地質の骨格は、数億年にわたるプレー

トの動きによって作り上げられてきました。そして、この 160 万年のうちに、その骨格の

上で起こった気候変動や地形変化の繰り返しが、徳島の生物相を豊かにしてきました。

２．徳島の生物相

（１）陸域

徳島県の年平均気温は、海岸部の徳島市では 16.6℃、美波町では 16.7℃、最も低い剣山

頂では 4.4℃です。日本の最北端である宗谷岬の平均気温は 6.1℃で、平均気温から判断す

ると、剣山の生物相はそれよりも北の地域に相当します。すなわち、徳島には暖熱帯から

亜寒帯（亜高山）に属する気候帯まで、非常に幅広い気候帯があることになります（左図）。

わかりやすく言うと、海岸部から標高 1,000ｍ程度までの山地部が暖温帯、1,000ｍ～1,700

ｍが冷温帯、1,700ｍ以上が亜高山（亜寒帯）となります。年平均降水量は、3,500mm を越

える県南域から北上するにつれて減少し、吉野川、讃岐山脈沿いでは 1,500mm を下回りま

す（右図）。徳島の地形や地質の成り立ちの違い、四国山地の険しい地形、そして多様な気

候環境が相まって、徳島の生物相を多様なものにしています。

標高と対比させながら生物の分布を見てみますと、以下のようになります。

亜高山（亜寒帯）の草原や針葉樹林：剣山の山頂付近では、シラビソ（シコクシラベ）、

コメツガ、ヒメコマツ（ゴヨウマツ）などの針葉樹や、ダケカンバの林があります。シラ

徳島県の年間降水量徳島県の年平均気温
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ビソ林の中では、シコクバイカオウレン、イワセントウソウ、アリドオシランなどの植物

も生育しています。周辺の尾根にはミヤマクマザサの草原が広がり、そこにはシコクフウ

ロ、タカネオトギリ、ミヤマアキノキリンソウ、トゲアザミ、コモノギク、ツマトリソウ、

ナガバシュロソウ、コメススキ等が生育しています。草原や針葉樹林では、時には、ニホ

ンカモシカを見かけます。また、鳥類では、ビンズイやコマドリ等が繁殖の場としていま

す。

冷温帯の落葉広葉樹林（ブナ林）：ブナ、ミズナラ、イタヤカエデ、トチノキ、ヨグソミ

ネバリ（アズサ）、ヒメシャラなどの落葉広葉樹や、ウラジロモミ、ツガ、ヒノキなどの針

葉樹が生育しています。ブナ、カエデ類、ナナカマド等は、秋の紅葉で楽しませてくれま

す。林内には、テンニンソウ、ミツバテンナンショウ、ヤマアジサイ、ギンバイソウ、モ

ミジガサなどが生育し、開けた場所では、ナンゴククガイソウ、メタカラコウ、オタカラ

コウ、イシヅチウスバアザミ、ツルギハナウド、シシウドなどの群落が形成されます。ブ

ナ林等には、ツキノワグマ、ニホンカモシカ、ニホンリス、ヤマネ、トガリネズミ、ホン

ドモモンガ、ムササビ等の哺乳類や、クマタカ等の鳥類が生息しています。両生類では、

シコクハコネサンショウウオが 1,300ｍ以上に生息し、時には剣山山頂で見つかることもあ

ります。陸生貝類では、ナガナタネガイ、パツラマイマイ、ヤマコウラナメクジ、オウコ

ウラナメクジの 4種が散発的に発見されています。

亜高山や冷温帯で生活している種には、北海道、東北地方、あるいは本州の高地に分布

する種や、その近縁種で、北方にその起源を持っているものが多く含まれます。シラビソ、

レンゲショウマ、タカネバラ、スミレサイシン等の植物の生育地や、トガリネズミの生息

地は、徳島が南限となっています。ウルム氷期の頃、トウヒ、モミ、ツガといった針葉樹

やブナ等、現在では 1,000ｍ以上の高地で見られる植物が四国の平地部に生育していたこと

が、花粉分析の結果からわかっています。氷期には、陸化していた瀬戸内海や紀伊水道も

含め、北から移り住んできた生物で覆われていたと思われます。そして、現在の徳島の山

地の生物相を形作ったのは、これら北から移り住んできた生物たちと思われます。

暖温帯の照葉樹林や海岸：低山・低地部には、シイ、タブ、カシ等の照葉樹が生育し、

照葉樹林ができます。森林を構成する種は変化するものの、照葉樹林は、琉球列島、台湾、

フィリピン、中国南部、インドシナ半島、ネパー

ル、ヒマラヤまでの一帯にできる森林です。アコ

ウやヤッコソウのように、東南アジア等の南方に

生育の中心地があり、徳島県が分布の北限となっ

ている植物も生育しています。徳島では生育はし

ていないが、海岸には、ココヤシ、ゴバンノアシ、

モダマのように沖縄県の八重山諸島（西表島や石

垣島）や、それよりも南で生育する植物の種子が

流れ着きます。グンバイヒルガオのように、南方 ヤッコソウ
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から徳島の海岸に流れ着いたものが成長・結実した植物もあります。

照葉樹林では、フクロウ、ヤマガラ等の鳥類が住んでいます。ミゾゴイ、ヤイロチョウ、

アオバズク、サンコウチョウ、サシバ等の鳥類は、夏に徳島にやってきて繁殖し、秋にな

ると南方へと帰っていきます。

暖温帯に住む陸産貝類のうち、カワザンショウの仲間やオカミミガイの仲間は、プラン

クトンの時期に黒潮によって、ベニゴマオカタニシ、クチマガリスナガイ、ホラアナゴマ

オカチグサ、クルマナタネガイ等は鳥によって、そして、ピントノミギセルやヒロクチコ

ギセル等は流木等に付着して運ばれてきたと考えられています。

このように暖温帯に住む生きものたちは南方からやってきたものが多く、また、中国南

部や東南アジア等と徳島との間を行き来し続

けている鳥も多くいます。黒潮や鳥を渡し舟と

する動植物の移動は、今も続いています。

地質に対応して特異的な分布を示す生物が

います。例えば、ツルギカンギク、ツクシクサ

ボタン、ギンロバイ、イワシデ等の植物や、モ

リサキオオベソマイマイやトウゲンムシオイ

等の陸産貝類は、石灰岩地に出現します。また

アスナロ、ジンリョウユリ、トサトウヒレン等

の植物は、蛇紋岩地で生育しています。

（２）河川水系

徳島県には、大小多くの河川があります。それらは、吉野川水系、那賀川水系、県南水

系の３つに大別することができます。徳島県の河川水系では、233 種ほどの淡水魚類が確認

されています（2004 年）。それら魚類は、一生を淡水域で生活する「純淡水魚」、淡水域と

海域あるいは汽水域を行き来する「通し回遊魚」、本来の生活域が河口域の汽水あるいは海

域であっても河川域に侵入してくる「周縁性淡水魚」に区分することができます。

「通し回遊魚」の中には、ウグイやアマゴ（サツキマス）の一部の個体のように産卵の

ために河川を上ってくるもの、アユやヨシノボリ類のように子どもの頃にだけ海域や汽水

域まで降りていくもの、ウナギやオオウナギのように川で成長した後、産卵のために海に

降りていくものがいます。

ジンリョウユリ

オオウナギ
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吉野川水系では県内の淡水魚類の 83％にあたる 194 種が確認されています。純淡水魚が

50種、通し回遊魚が 19 種、周縁性淡水魚が 125 種です。吉野川上流域にはアマゴ、上～中

流域にはタカハヤ、カワムツ、ヨシノボリ類、ナガレホトケドジョウ等が、中～下流域に

はアユ、オイカワ、カマツカ、イトモロコ等が、下流域にはタナゴ類、ヌマムツ、ウグイ、

モツゴ、タモロコ、スゴモロコ類、ドジョウ、ナマズ等が生息しています。吉野川の魚類

は、琵琶湖・淀川水系と共通する種類が多く見られることが特徴です。

那賀川水系は、園瀬川から椿川までの紀伊水道に流入する河川（勝浦川水系や那賀川水

系を含む）からなります。勝浦川水系では 81種、那賀川水系では 128 種、椿川水系では 42

種の魚類が確認されています。この水系には、ムギツクやオヤニラミといった、吉野川水

系では見られない魚が生息しています。

県南水系は、日和佐川、牟岐川、伊勢田川、海部川、宍喰川など、蒲生田岬から南にあ

って太平洋に流れる小さな流域からなる水系群です。最も大きい流域を持つのは海部川で、

勝浦川ほどの流域面積を持ちますが、確認されている魚類は 30 種にすぎず、純淡水魚の種

類は 15種と勝浦川の半数程度しか確認できていません。一方、オオウナギ、アカメ、オオ

クチユゴイ、タネハゼ、ヤハズハゼ、ゴマハゼ、ルリヨシノボリ等の周縁性淡水魚や通し

回遊魚は、県南水系でしか確認されていません。

こうした魚類相の違いは、それぞれの水系間での地形や流域規模の違いに加え、吉野川

水系と那賀川水系は、氷期に１つの大水系としてつながっていたのに対して、県南水系は

小水系としてそれぞれが独立していたことなど、水系間の繋がり方の歴史の違いも関係し

ていると思われます。

（３）河口汽水域・干潟

河川河口域は海水と淡水が混ざり合う、汽水域となっています。吉野川は、河口から第

十堰がある 14km付近までが汽水域となっていて、日本でも有数の規模を誇っています。
吉野川で確認されている在来魚類の 82%は海と行き来する種で、半分以上は周縁性淡水魚
です。このことは、吉野川の汽水域が、吉野川の魚類相にとって極めて重要な環境となっ

ていることを示しています。

汽水域には、潮の満ち干に応じて陸になったり水面下に沈んだりする土地、すなわち干

潟があります。吉野川をはじめとし、勝浦川や那賀川には広い干潟があり、砂泥が堆積し

た場所にはヨシ原が広がっています。ハマサジ、フクド、ハママツナ、ウラギクなどの塩

生植物が、ちょっとした標高の違いや砂礫の質の違いに応じて生育しています。これらの

干潟には、シオマネキ、ハクセンシオマネキ、アシハラガニ、ヤマトオサガニ等のカニ類

や、トビハゼ、タビラクチ、アベハゼ等のハゼの仲間、フトヘナタリ、カワアイ、ヘナタ

リ、ヒロクチカノコといった貝類が生息しています。ハクセンシオマネキは、シオマネキ

よりも砂質のところを生活の場としています。ヤマトシジミは、塩分の少ない砂質の干潟

にいます。
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吉野川河口から第十堰までの汽水域では、イワガニ科の６種の生活場所が、河川縦断方

向および横断方向で異なっていることが知られています。アシハラガニとクシテガニは、

河口から上流部にかけて幅広く分布しています。ヒメアシハラガニは、これら２種よりも

下流側に分布が偏っています。ハマガニは、最下流や最上流ではほとんど見られず、中間

地点で生息しています。クロベンケイガニとベンケイガニの分布は、河口から７km より上

流が主な生息域となっています。横断方向で見ると、アシハラガニ、クシテガニ、ハマガ

ニは、いずれもヨシ原の下部から 70cm ほどの高所までいるのに対して、ベンケイガニとク

ロベンケイガニは 70cm よりも高い範囲のヨシ原上部に分布しています。このような分布の

違いは、貝類であるカワザンショウの仲間６種でも知られています。汽水の塩分の違いや、

干潟が水没する時間の長さの違いが、生物の分布の違いをもたらしています。

地球規模で繁殖地と越冬地を行き来するシギ、チドリ等の鳥類にとって、干潟はとても

重要です。シギやチドリは、渡りの途中に餌資源の豊富な干潟に立ち寄って、カニ類やゴ

カイ類等の餌を食べ、体力を回復させてから目的地へと飛び立ちます。吉野川河口域は、

北海道東部、東京湾、伊勢湾、瀬戸内海の燧灘 （ひうちなだ）、周防灘、博多湾、有明海・

八代海にならび、シギ・チドリにとって非常に重要な干潟です。

（４）海域

徳島沿岸の海域は、播磨灘・紀伊水道に面する鳴門市沿岸、紀伊水道に面する松茂町、

徳島市、小松島市、阿南市の沿岸、そして、蒲生田岬以南の太平洋に大きく開いた美波町、

牟岐町、海陽町の県南沿岸の３つに分けることができます。

県南は黒潮の影響で水温が高く、多くの暖海性の生物が生息しています。海陽町竹ヶ島

や牟岐町大島の水深 10ｍほどのところでは、キクメイシ類やミドリイシ類の造礁性サンゴ

が見られ、そのまわりでは、チョウチョウウオ類やベラ類などの色鮮やかな魚が泳いでい

ます。太陽の光があまり当たらない、潮通しのよい崖は、ウミトサカ、イソバナ、サンゴ

イソギンチャク等で彩られています。岩礁には、イセエビやアワビ類などもいます。沖合

には、カツオやマグロ類などの外洋性の魚が回遊しています。

海藻も豊富です。コンブの仲間であるアラメが浅いところで、カジメが深い所に分布し

ています。カジメの分布域よりも南側にはアントクメが生育しています。暖海域を代表す

る海藻である、タマゴバロニアも生育します。ワカメは播磨灘から美波町まで分布してい

て、その仲間のヒロメは、ワカメよりも南の海陽町や牟岐町に分布します。

一方、北部の播磨灘は塩分が低いこと、冬の水温が低くなること、そして、遠浅の海が

続くことが特徴です。マダイやサワラの産卵場となっています。この海域では、カジメだ

けが生育しアラメは分布していません。鳴門海峡の限られた範囲内でのみ、数年に一度、

北方系の海藻であるタバコグサが出現します。

北部、南部の２つの海域に挟まれた鳴門海峡から蒲生田岬にかけての紀伊水道は、中間

的な様子を示しており、カタクチイワシの子どもであるシラスの漁場となっています。
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４～10月には、沖合にハモが集まってくることが知られており、「ハモの巣」と称されてい

ます。

３．歴史に見る徳島の人の暮らしと生物

徳島の人びとは、多様な生物や生態系から得られる恩恵（生態系サービス）を暮らしの

いろいろな場面で利活用してきました。そうした人と生物・生態系との関係性の歴史が、

徳島の風土を形づくっています。

（１）縄文時代後期～弥生時代初め：貝塚

徳島市の中心部にある城山では複数の貝塚が発見され、現在、そのうちの３つが徳島市

の指定遺跡となっています。これらは、縄文時代後期～弥生時代（3500 年～2500 年前）の

もので、たくさんの貝殻、鳥獣や魚の骨とともに、縄文式や弥生式の土器が発見されてい

ます。

出土する貝類は、ハマグリ、バイ、カガミガイ、カキ、ハイガイ、サザエ、ハマグリ、

シジミなどです。海浜や汽水域の干潟に生息するものです。これら貝類は、今も私たちの

食卓に上がるものばかりです。ただし、ハイガイは、日本ではほとんど見かけられなくな

り、今では、有明海周辺だけで食用として漁獲されているようです。

（２）弥生時代：銅鐸

稲作が始まった弥生時代の中で、紀元前２世紀から紀元２世紀の約 400 年にわたって祭

りに使われた青銅製の鐘が銅鐸です。近畿地方を中心に 450 個以上が発見されていますが、

徳島県からはそのうちの 40 個あまりが出土しています。

徳島県の対面、兵庫県神戸市で発見された桜ヶ丘銅鐸には、イノシシ狩りの様子、シカ

を捕まえた男、脱穀をする人の様子とともに、魚をくわえるサギ、トンボとイモリ、スッ

ポン、カエル、ヘビ、カマキリなどが描かれています。稲作を営みながら、イノシシやシ

カなどを捕まえて食料としていたことや、水田や周辺に住む生物が今とほとんど変わらな

いこと、そしてそれら生物が当時の人びとにも馴染み深いものであったことがわかります。

（３）古代：木簡

７～８世紀、朝廷によって、法律（律令）とそれに基づく政治や社会の制度が整えられ

ました。そして、戸籍をつくって農民に土地を分け与える一方、租（そ）・庸（よう）・ 調

（ちょう）などの税を徴収しました。平城京跡等から出土した「木簡」から、阿波国（あ

わのくに） からどのようなものが税として納められたのかがわかります。木簡とは、当時、

荷札等として使われたものです。

板野郡（現在の鳴門市を含む）；米、イノシシの干し肉、ワカメ、塩

阿波郡；米、イノシシの肉
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美馬郡；小豆

三好郡；米

麻植郡；米、アユの酢漬け、イノシシの肉

名西郡；米、小豆

名東郡（現在の徳島市から佐那河内村）；米

勝浦郡；米

那賀郡（那賀、海部）；米、大豆、アワビ、海藻、カツオ

米、小豆、大豆といった農作物以外に、県北からはアユの酢漬け、イノシシの肉、ワカ

メが、県南からはアワビ、海藻、カツオなどが税として納められていたことがわかります。

現在も、徳島県の特産物として広く知られ、食されているものです。

徳島の農業の歴史を振り返ると、正倉院御物の中に天平４年（732）の「麻植郡川島」の

絁（あしぎぬ）が存在することから、当時この地に桑園があり、養蚕が行なわれていたと

考えられます。大同２年（807）の『古語拾遺』によれば阿波国では、穀麻（かじあさ）を

植えて、大嘗祭（おおにえのまつり）に木綿・麻布などを献上していたことが記されてい

ます。また、平安時代中期に成立した『延喜式』から、吉野川流域から農産物が多く献上

され、南部からは海産物が多く献上されていたことが分かります。鎌倉時代になると二毛

作が一般化し、江戸時代になると新田開発や用水をひくための灌漑事業が大規模に進めら

れました。

（４）中世：文書

徳島県指定文化財の１つである「種野山在家員数等注進状案」には、鎌倉時代末期の 1327

年の種野山（たねのやま・現在の木屋平、美郷、山川）の世帯数や税の内容が書かれてい

ます。その記載から、四国山地の北側では、麦、大豆、桑、絹織物などが作られていたこ

とがわかります。

「兵庫北関入船納帳」は、摂津国（現在の兵庫県南東部）の兵庫北関にどこから船が入

ってきたのか、また、その船にどのような通行税を課したのかに関する、1445 年 1 月から

翌年１月までの記録です。阿波から入港した船に関しては、９か所の港からやってきたこ

と、また、それぞれが通行税として何を納めたのかがわかります。そのうち８か所の港か

ら、以下のような品目が運ばれていました。

土佐泊（鳴門市）；米、大麦・小麦、藍

武屋（鳴門市）；大麦・小麦、藍

別宮（徳島市）；ゴマ

平嶋（阿南市）；アラメ、木材

橘（阿南市）；木材

麦井（牟岐）；木材

海部（海部）；木材
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宍咋（宍喰）；木材

県北からは、米、大麦・小麦、ゴマ、藍等の農作物が収められています。藍は、近世に

は日本の染料市場を独占する作物ですが、すでにこの時期、徳島平野の氾濫原で藍が栽培

され、流通されていたことがわかります。県南では、豊かな森林から木材を主要産品とし

て切り出し、また、海からはアラメといった海藻を採集して流通させていたようです。

（５）近世：絵画・絵図

1660 年代に制作された「阿波国大絵図」に描かれた祖谷地方には、“かずら橋”が描かれ

ています。1828 年、徳島藩の御用絵師であった渡辺広輝が、阿波藩主・蜂須賀斎昌（はち

すか なりまさ）の祖谷巡検に随行して描いた「祖谷山絵巻」にも、かずら橋が描かれてい

ます。

急峻な四国山地の高所は、深い谷で削られています。このような場所で暮らしてきた祖

谷地方の人びとが谷を越え、対岸に渡るための工夫として作り出されたのが“かずら橋”

で、17 世紀後半には少なくとも７か所に架けられていました。かずら橋の材料は、冷温帯

のブナ林内で生育するツル植物のシラクチカズラ（サルナシ）で、丈夫で腐りにくいとい

う特徴を持っています。そうした植物の性質を見極め、加工・架橋方法を考えた生活の知

恵が、人びとの生活を支えてきました。

「祖谷山絵巻」には、木地師の小屋と周辺の風景も描かれています。木地師は、原木を

木器に加工する職人です。木器に適する木は、ブナ、トチノキ、クリなど、ブナ林帯に生

育するものです。木地師は、これら樹木が豊富な、東祖谷山、西祖谷山をはじめ、半田、

一宇、木屋平などで木を切り出し、“ろくろ”を回して器を作り、その製品は半田に集荷さ

れました。半田漆器は、四国山地の高地の冷涼な気候帯に生育する樹木と、その加工法を

熟知した木地師によって作り出される木器によって発展した工芸です。

江戸時代後期の文化 11年（1814）に刊行された『阿波名所図会』には、阿波の風物が数々

紹介されていますが、その中に庶民が里の自然を楽しむ様子を伝える挿絵（p.29 左図）が

あります。徳島市北山町にかつてあった「北山桜」の巨樹と、花見に集う人々の様子が描

かれています（この桜は明治８年（1875）に伐られてしまい、今は存在しません）。また、

海陽町の母川のホタルを見物する様子を描いた挿絵（p.29 右図）もあり、挿絵中の説明文

には、数万の蛍が飛び交い、毎年合戦をすると記されています。現在も母川ではこの挿絵

とそっくりな水車が回り、「母川ほたる祭り」の期間中にはホタルを見物する高瀬舟が運行

します。
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江戸時代、吉野川流域は藍作が、また吉野川と讃岐山地に挟まれた土地では和三盆糖の原

料サトウキビの栽培が盛んに行なわれました。幕末から明治期にかけて活躍した紀行家松

浦武四郎が天保７年（1836）に著した『四国遍路道中雑誌』によると、鳴門の木津から一

番札所霊山寺までの道は、サトウキビ畑と藍畑が続き、富める土地であると記されていま

す。同様に四番札所大日寺から五番札所地蔵寺への道中についても「土地随分繁盛の場所

なり」「農家皆砂糖を製し藍を耕る」とあります。吉野川の南岸ではサトウキビ畑はなく、

藍畑が広がっていました。麻植村（当時）について「藍を多く耕せり」、国分村（当時）に

ついて「皆畑道ニ而道よろし。農家多く藍を作り諸國ニ出す」と記されています。

『阿波名所図会』より「北山桜」 『阿波名所図会』より「母川蛍」


